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四
月
二
日
、
美
津
島
町
洲
藻
キ

ダ
ラ
シ
に
あ
る
対
馬
森
林
組
合
貯

木
場
で
、
第
十
九
回
つ
し
ま
木
材

市
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
今
年
二
回
目
に
な
っ
た
市
に
は
、

杉
一
七
七
二
本
、
桧
六
三
二
五
本
、

そ
の
他
三
七
本
の
計
八
一
三
四
本

（
材
積
五
〇
万
四
二
四
三
㎥
）
が

出
荷
さ
れ
、
参
加
し
た
木
材
業
者

六
社
に
次
々
と
落
札
さ
れ
て
い
き

ま
し
た
。
こ
の
日
の
取
引
本
数
は

八
一
三
一
本
、
六
四
八
万
四
四
一

三
円
の
売
り
上
げ
で
し
た
。

　
四
月
一
日
、
旧
六
町
の
商
工
会

が
合
併
し
て
、
対
馬
市
商
工
会
が

誕
生
し
ま
し
た
。
本
所
で
は
銘
板

の
設
置
が
行
わ
れ
た
あ
と
、
玄
関

前
で
長
町
忠
一
対
馬
市
商
工
会
長

の
開
所
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
引
き

続
き
対
馬
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
移

動
し
て
、
辞
令
交
付
式
、
来
賓
を

招
い
て
発
会
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
対
馬
市
商
工
会
は
平
成
十
三
年

四
月
二
十
四
日
に
合
併
推
進
協
議

会
が
設
立
さ
れ
、
ワ
ー
キ
ン
グ
委

員
会
、
合
併
協
議
会
、
会
長
会
、

設
立
委
員
会
な
ど
三
十
六
回
の
会

合
を
重
ね
て
の
合
併
で
し
た
。
対

馬
市
同
様
、
一
本
所
（
旧
美
津
島

町
商
工
会
）
、
六
支
所
（
旧
各
町

商
工
会
）
で
業
務
を
行
い
ま
す
。
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元
厳
原
町
議
会
議
員
の
舎
利
倉

政
夫
さ
ん
（
樫
根
在
住
、
88
歳
）

が
高
齢
者
叙
勲
で
、
旭
日
単
光
章

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
舎
利
倉
さ

ん
は
昭
和
四
十
八
年
六
月
一
日
に

初
当
選
し
て
以
来
、
四
期
十
六
年

厳
原
町
議
会
議
員
と
し
て
活
躍
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
間
、
副
議
長
、

産
業
建
設
常
任
委
員
長
等
の
要
職

を
歴
任
、
優
れ
た
識
見
と
熱
意
を

も
っ
て
地
方
自
治
発
展
の
た
め
に

多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

　
四
月
十
二
日
、
上
対
馬
支
所
で
、

上
対
馬
町
古
里
の
山
原
幸
夫
さ
ん

に
、
法
務
大
臣
か
ら
の
感
謝
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
山
原
さ
ん
が
長
年
に

わ
た
り
、
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
、

地
域
の
人
権
保
護
活
動
に
活
躍
さ

れ
た
こ
と
に
対
し
て
贈
ら
れ
た
も

の
で
す
。

　
四
月
二
十
日
、
豊
玉
の
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
「
わ
た
づ
み
」
に

入
所
し
て
い
る
黒
岩
み
き
さ
ん
に
、

対
馬
市
の
敬
老
祝
い
金
が
、
松
村

市
長
か
ら
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
黒
岩
さ
ん
は
、
上
対
馬
町
網
代

出
身
で
明
治
34
年
２
月
25
日
生
ま

れ
の
103
歳
。
声
を
か
け
ら
れ
る
と
、

大
き
な
声
で
「
ハ
ー
イ
」
と
答
え

る
元
気
な
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
で
す
。

●
舎
利
倉
政
夫
さ
ん�

　
　
旭
日
単
光
章
を
受
賞�

●
法
務
大
臣
か
ら
感
謝
状�

―
上
対
馬
町
の
山
原
さ
ん
―�

�

●
敬
老
祝
い
金
を
贈
る�

�

お
め
で
と
う

お
め
で
と
う�

　
ご
ざ
い
ま
す

　
ご
ざ
い
ま
す�

お
め
で
と
う�

　
ご
ざ
い
ま
す�
対
馬
市
商
工
会
発
足�

木材市�
開催�
木材市�
開催�


